






はじめに 

近年,ME や生化学的診断法の進歩とともに,母児管理の向上はめざましいものがある。しか

るに'妊娠中毒症における周産期死亡率は依然として高く,妊産婦死亡でも主因を占めてい

ることは周知の通りである。さらに,妊娠中毒症の病態は依然として不明であること,従来

の我が国における妊娠中毒症の病型分類に問題があることなどが指摘されており,日本産

婦人科学会・妊娠中毒症問題委員会(鈴木雅州委員長)で検討が進められているところであ

る。表 1は妊娠中毒症の軽症・重症分類の基準を示した案で,今回この試案の妥当性につい

て調査検討を行った。 


